
岡山市の取り組みについて
（アウトリーチを中心に）

2021年12月10日

岡山市こころの健康センター

奧平 菜穂子



本日の内容

１．岡山市ひきこもり支援センタ―の概要

２．相談対応件数とコロナによる影響

３．訪問で心がけていること

４・実際の訪問ケース

５．今後の課題
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１．岡山市ひきこもり支援センタ―の概要
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岡山市ひきこもり地域支援センター

平成22年7月 岡山市こころの健康センター内に開設

（専用電話受付：祝日・年末年始を除く水・金）

＊平成28年7月より月～金に変更

＜職員体制＞
正規職員 3名（保健師・心理士）

＊こころの健康センター他事業兼務
支援コーディネーター

3名（心理士・精神保健福祉士）
＊専任職員＊一人産休中

＜対象者＞
岡山市内在住の本人、家族
ひきこもり状態の方

（精神疾患が強く疑われる場合はこころの健康センターで対応）
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岡山市ひきこもり地域支援センター事業の支援概要
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２．相談対応件数とコロナによる影響
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ひきこもり相談対応件数
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コロナの感染拡大の影響について（１）
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対象者性別・年齢分類

男性

77%

女性

23%

性別
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~19歳
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20歳~29歳
45%

30歳~39歳
35%

40歳~49歳
12%

50歳~59歳
2%

年齢

令和２年度（総数192件）



初回相談時における対象者のひきこもり期間

12

6カ月

未満

12% 6カ月～1年未満
11%

1~3年未満
21%

3~5年未満
19%

5~10年未満
19%

10年以上
17%

不明

1%

令和２年度（総数192件）



岡山市ひきセンの基本姿勢

あくまで本人の意向や思いを尊重する

とにかく本人と会う方法を考える

・まずは本人の来所を提案する

・来れない人の場合は会いに行く
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３．訪問で心がけていること
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訪問するのはどんな時

１）親子関係がある程度安定している

２）家族が当事者にセンターに来所している事実
を事前に伝えられる

３）訪問後にあきらかに精神不調をきたす、又は
家族への暴力に発展する可能性は低い場合

４）例外的に、家族面接の継続では本人の状態も
把握できず変化も期待できないと思った場合

「とりあえず行ってみよう」



訪問時に心がけていること（安心・安全）

不安が強い本人を脅かさない事

・事前に相談に行っている事を伝えてもらう

（その上で訪問を提案する）

・「家に来るな」と本人が言う時は訪問を控える（無言又

は「会わないよ」の時はとりあえず行く）

・自室から出てこない場合は、無理に本人の部屋までは行

かない/自室ドア前までは行く
・存在は感じてもらいたいため、訪問は続ける

状況に応じてドア越しに声をかける場合もある

・自宅での家族面接する/しない
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訪問（対面）でのやりとり

・ひきこもりという単語はあまり使わない

・緊張を和らげるために、本人の興味のあること

について話題にし、情報収集は少しずつ

・全く反応がない相手に対しては、ほぼ独り言の

ように呟く（天気の話題、全く外出しない人

には近所の様子等）

・言葉以外の本人の変化に注意を向ける

・何か提案する時はさりげなくが多い

・訪問者自身が無理をしない



理解してくれる人の存在
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継続的な家族支援の重要性

・訪問支援では、家族の理解と協力は非常に
重要。家族の行動が支援の妨げとなる時も

・家族自身が変化することへの不安がある、
支え続ける事に疲弊している場合も多い為、
家族をサポートし、支援者と家族が信頼関係
を築くことも重要



４．実際の訪問ケース
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５．今後の課題
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転帰

①就労・就学, 
22%

②居場所, 6%

③親以外の他

者との関わり, 
19%④外出可能, 

6%

⑤変化なし, 
35%

⑥中断, 8%

⑦他機関への

紹介, 3%

令和２年度（総数192件）
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今後の課題

・家族支援を継続するうえで、当事者の変化が

乏しい事や相談の長期化により、親自身の

相談意欲の維持が難しい

・就労を希望するが、行動が伴わない当事者への

支援

・新規相談は増え、継続相談は長期化する中で

支援者側のマンパワー不足

・高齢の対象者支援の難しさ 22



ご清聴ありがとうございました
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岡山市こころの健康センター
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